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回虫予防対策は，集団駆虫の実施のみでは不充分
で，尿尿処理，個人的予防が必要であることは周知
の事実である。尿尿処理としては大溜腐熟法，改良
便所法，尿尿分離法，堆肥処理法，化学薬剤による
殺卵処理法，熱処理法，尿尿消化処理法等多数の方
策(1)(2)が研究されている。そして回虫卵の生死判定
は，虫卵培養による仔虫期卵形成率でみているもの
が多L、。しかしこの場合何日間培養すればその効果
判定は満足できるか，従来短きは 4週間，長きは 3
カ月を要すると云われ，ま・だ明らかでないものの如 
くである。柳沢仰は虫卵の変性を形態的 K観察し 
て，化学薬剤の殺卵効果を一層確実にしうると述べ
ている。すなわち変性卵の形態像について頼粒変
性，強度の萎縮及び之lと伴う転位等は明らかに死卵 
と見なしうるので，それら虫卵の出現率を考慮すべ
きとしているが個々の変性卵の推移(最終結果)に
ついては明らかにしていない。著者は，芥子油，二
硫化炭素，ネオヂクロンで豚回虫卵を生卵，死卵が
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適当に混在するように稀釈濃度を定めて処理し，同
一虫卵の継続観察を第一編で述べた「ホールグラス
寒天培養法J4)で行ない， 虫卵発育に要する培養日
数について検討した。またその際生じた変性卵の推
移について観察し，変性卵から移行した仔虫期卵に
ついて明らかにしたので，併せて報告する。 
1. 実験材料及び方法
虫卵材料:千葉市居場で採取した豚回虫の子 1. 
宮下部約 1cm内の受精卵で，数匹~十数匹のもの
を混合して使用した。
2. 使用薬剤:芥子油 (Sakae Aroma tik Co. 
L.T. D)二硫化炭素(純正化学)， ネオヂクロン
(明治薬品)及び乳化剤としてエマノレゲン 408(花
王)を用いた。
3. 実験方法:稀釈濃度は，生卵と死卵が混在す
るようにした。すなわち芥子油と二硫化炭素は 4倍
量のエマルゲンに混和し，前者は 25，000倍， 50，000 
倍， 100，000倍i"C，後者は 2，500倍， 3，000倍， 3，500 
倍になるようにし，ネオヂクロンは 1，000倍， 2，000 
-1404一、 千葉医学会雑誌 第 36巻
倍， 4，000倍K直接水道水で稀釈した。つぎに ζれ 
ら薬剤稀釈液を 30ccづつスピッツグラス K取り， II.実験成績
それぞれに豚回虫卵を浸漬して， 290Cの排卵器内 芥子油漫漬における回虫卵の発育 1. 
におき， 3日， 7日， 14日自民ホールグラス実天 芥子油浸漬濃度 25，000倍， 50，000倍， 100，000倍
培地(以下ホール培地と略記〉 κ塗布して， 290 C で実験したが， 25，000倍では生卵が認められなか
の瞬卵器内に培養して，継続観察を行なった。 ったので省略し，生卵・死卵を混ずる 50，000倍， 
4. 培養日数の検討方法:観察卵数はーホール培 100，000倍濃度の成績について記述する。
地内の同一虫卵 100コとした。観察は培養当日(以 1) 3日浸漬(第 1表): 薬剤浸漬回虫卵は対照
下0日と記す) 3日， 7日， 14日， 21日， 28日， 56 rc.比して，やや遅延しているが， 14日で略々安定
日としたが， その聞にも必要に応じて適宜観察し し，その後発育期を僅かに進めるものもあるが，新
た。しかして回虫卵の生死判定は仔虫期卵形成率で Tこに仔虫期卵となるものはなかった。仔虫期卵をみ
行なった。 るに培養 14日では， 50，000倍6コ， 100，000倍 43 
5. 観察虫卵の分類: 虫卵の分類は正常卵とし コで， 15日以後の増加はなかった。因みに 100，000
て，単細胞，分裂卵， (2~3 細胞卵， 4細胞卵，分 倍浸漬の 28日以後の仔虫期卵 1コの減少は，頼粒
裂期，桑堪期，矧蛸期〉仔虫期卵とした。変性卵は柳 変性に移行したためである。正常分裂卵及び正常単 
f尺(3)の分類Iζ従って，単細胞，変性卵(頼粒，萎縮， 細胞卵は，培養日数の経過に従って仔虫期卵及び分
転位，胞形成，透明化，変形，卵殻膜剥離，崩壊) 裂異常卵に移行した。変性卵中の分裂異常卵の多数
分裂異常卵 (2---3細胞， 4細胞，分裂期， 蝋叫期， 出現は本剤浸漬の特徴で， 50，000倍では 28日46
仔虫期卵の変性)分割球及び匪の変性とした。なお コ， 100，000倍では 14日30コ観察され， その後分
奇形蛸叫，奇形仔虫は分裂異常卵l乙いれ，更に乙れ 割球及び匹の変性lζ移行し，減少した。 
から胞状構造，空胞変性，頼粒変性に推移したもの 2) 7日漫漬(第 2表): 仔虫期卵は，浸漬濃度
は匪の変性とした。ただし，この分類における正常 50，000倍では培養 7日7コ， 14日11コ現われ
卵とは鏡検下の虫卵形態像で，変化のみられたもの 100，000倍では 7日47コ， 14日49コで，何れも 15
を変性卵とし，それ以外を正常卵としたもので，勿 日以後の仔虫期卵形成は認められない。なお，正常
論機能において正常発育するか否かは不明である。 分裂卵，単細胞及び単細胞・多細胞の変性卵の推移
従って長期間の培養後でも，単細胞でとどまり発育 は3日浸漬の場合と略々似た経過を示した。
を示さず，変性像が見られないものは正常単細胞と 3) 14日浸漬(第 3表): 仔虫期卵は， 浸浸濃
した。なお変性卵については，随時顕微鏡写真撮影 度 50，000倍では O日2コ， 3日6コ， 7日以後 10 
(0，3，7，14，21，28，35，42，49，56日目)を行な コであり， .100，000倍では 7日34コ， 14日36コで，
い変性過程を追求した。
第 1表
:1，35日28その後は -58日34コと推移した。減少
芥子油浸漬における同一回虫卵発育経過 (3日浸漬)
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第 2表 芥子油浸漬における同一回虫卵発育経過 (7日浸漬)
培 50，000 ※ 100，000 ※ 実す 照
養
日
数
仔正正多細胞変性単
常常分伍分細
虫 単割の裂胞計
分細球及変異変
期裂胞 び性常性
仔正 正多細胞変性単
常常 分匹分細
虫 単誌の裂胞計
分細及変異変
期裂胞 び性常性
仔正 正多細胞変性単
常常分匹分細
虫 単割の裂 胞計
分細球及変異 変
期裂 胞 び性常性
3 
7 
14 
28 
56 
o 30 11 3 27 29 100 
o 24 9 10 32 25 100 
7 18 9 8 40 18 100 
11 8 11 16 45 9 100 
11 7 10 18 45 9 100 
11 3 2 33 36 15 100 
。 o 73 2 4 20 1 100 
o 74 1 5 19 1 100 
47 24 。4 24 1 100 
49 17 。。。 
10 23 1 100 
49 13 17 20 1 100 
49 10 25 15 1 100 
o100 。。。 o100 
o100 。。。 o100 
100 。。。。o100 
100 。。。。o100 
100 。。。。o100 
100 。。。。o100 
※ 稀釈濃度
第3表 芥子油漫漬における同一回虫卵発育経過 (14日浸漬〉
培 
50，000 ※ 100，000 ※ 対 照
養
日
数
仔正正多細胞変性単
常常分旺分細
虫 単割の裂胞計
分細球及変異変
期裂胞び性常性
仔正 正多細胞変性単
常常分匪分細
虫 単割の裂胞計
分細球及変異変
期裂 胞 び性常性
仔正正多細胞変性単
常常分匹分細
虫 単割の裂胞計
分細球及変、 異変
期裂 胞 び性常性
3 
7 
14 
28 
56 
2 28 14 6 34 16 100 
6 17 11 10 39 17 100 
I 10 17 13 12 43 10 100 
10 10 7 18 44 11 100 
10 8 6 24 43 9 100 
10 2 3 43 30 12 100 
。 o 75 7 1 16 1 100 
o 70 2 3 23 2 100 
34 30 1 5 27 3 100 
36 24 。5 32 3 100 
35 6 。28 28 3 100 
34 。。55 8 3 100 
。。。 
o100 。。。o100 
99 1 。。。o100 
99 1 。。。o100 
99 。。1 o100 
99 。。1 o100 
99 。。1 o100 
した 2卵は頼粒変性に移行したものである。 ζの場
合も 15日以後の仔虫期卵形成は認められない。な
お他の正常卵及び変性卵の経過は 3日浸漬， 7日浸
漬と略々似た推移を示した。
2. 二硫化炭素浸漬lとおける回虫卵の発育
1) 3日浸漬(第4表): 仔虫期卵は 2，500倍で 
は14日までみられなかったが， 21日3コ， 28日以
後4コ， 3，000倍では 14日84コ， 21日96コ， 28 
:1，73日21コ，56日14倍では500，3コ，97日以後 
28日以後 74コで， 何れの場合も 28日以後 Kは仔 
虫期卵の形成は認められなかった。しかして対照は
14日で発育が終了し，すべて仔虫期卵となった。
よって薬剤浸漬 15日以後の仔虫期卵数は， 2，500倍
4コ， 3，000倍 13コ， 3，500倍 18コは発育が遅延し 
来稀釈濃度
たとみられる。 2，500倍浸漬の正常単細胞の多くは
頼粒変性iと移行し， 3，000倍， 3，500倍のそれは正常
分裂卵にすすみ，更に殆んどが仔虫期卵となった。
なお， 2，500倍浸漬では単細胞変性卵が多数認めら 
れ，その多くは頼粒変性に移行した。 3，000倍， 
3，500倍のそれは初期に多く認められたが，大部分
正常発育を示し，仔虫期卵K移行した。多細胞の変
性卵は浸漬濃度 3，500倍以外は殆んど見られなかっ
こ。t
2) 7日浸漬(第 5表): 仔虫期卵は， 2，500倍
では 14日1コ， 28日以後3コ， 3，000倍では 14日 
日57コ，93日56:1，90日28:1，86日21コ，77 
以後 65日までに更に 1コ仔虫期卵となり 94コ。 
3，500倍では 14日83コ， 21日87コ， 28日以後 88 
第4表 二硫化炭素浸漬における同一回虫卵発育経過 (3日浸潰〉
. g 先f 照
2，500 
※ 1 3，000 楽培 
仔正正多細胞変性単 仔正正多細胞変性単 仔正 正多細胞変性単 仔正 正多細胞変性単
養
常常分匝分細 常常分伍分細 常常分底分細 常常分匝分細 

日
 虫 単割の裂胞計 虫 単割の裂胞計 虫 単割の裂胞計
分一 細球変異変
虫 単割の裂 胞 計
分細球及変異変 分細球及変異 変 分一 細球及変異変
期裂胞及び性常性 期裂 胞 び性常性 期裂 胞 び性、 '常 i主I 期裂 胞 び性常性。o 43 o 57 100 o 73 G o 27 100 o 67 o 33 100 o 46 54 o 100 
3 o 23 o 77 100 o 70 26 4 100 o 28 50 1 o 21 100 o100 o 100 
7 1 30 o 69 100 o 98 1 1 100 o 68 21 1 3 7 100 62 38 o 100。4 34 o 62 100 84 15 1 o 10014 56 23 15 2 4 100 100 o 100 
21 3 2 21 o 74 100 96 3 1 G o 100 73 5 14 1 3 4 100 100 o 100 
28 4 1 12 o 83 100 97 2 1 o 100 74 4 10 3 2 7 100 100 o 100。。4 1 8 o 87 10056 97 2 1 100 74 3 10 5 1 7 100 100 o 100 
。。。。。。。。。。
。。。。。。。
 
。 。 。 。。。。。。。。。。
数
。。。。
 
3500，
※ 
。。。。。。。。。。。。。。
※ 稀釈濃度
第 5表 二硫化炭素浸漬における同一回虫卵発育経過 (7日浸漬)
培 
2，500 ※、 3，000 ※ 3，500 ※ 対 照
仔正 正多細胞変性単
常常分肱分長田
虫 単割の裂胞計
分細時及変異変
期裂 胞 び性常性
数
日
養
仔正 正多細胞変性単
常常分匹分細
虫 単割の 裂 胞計
分一 細 球及変 異変
期裂 胞 び性常性
仔正 正多細胞変性単
常山的分匹分 手田
虫 単割の裂胞計
分細球及変異変
期裂 胞 び性常性
仔正正多細胞変性単
常常分限分細
虫 単割の 裂 胞計
分細球及変 異 変
期裂 胞 び性常性。
3 
7 
14 
21 
28 
56 
。。。。。。。。。 
。。。 
o 28 o 72 100 
1 35 o 64 100 
1 35 o 64 100 
1 2 16 o 81 100 
1 2 4 o 93 100 
3 1 o 96 100 
3 1 o 96 100 
。。。。。。。 
。。。。。。。。。 
。。。。。
。 
。。。。。。。
。o 82 o 18 100 o 12 56 1 1 30 100 o100 o 100 
o 69 22 1 8 100 o 75 21 2 2 100 96 4 o 100 
o 90 5 5 100 o 86 11 1 2 100 97 2 1 o 100 
77 15 4 4 100 83 9 4 1 。3 100 97 2 1 o 100 
86 7 3 4 100 87 3 3 2 1 4 100 97 2 1 o 100 
90 4 3 。3 100 88 1 3 2 2 4 100 97 2 1 o 100 
93 2 2 3 100 88 1 3 3 1 4 100 97 。 3 o 100 
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コみられた。対照は 3日96コ， 7日以後 97コであ
った。対照に比し二硫化炭素浸漬回虫卵は約 10日
の発育遅延を認めた。正常単細胞，分裂卵および各
変性卵の推移は， 3日浸漬の場合と大凡類似してい
る。 
3) 14日浸漬(第 6表): 仔虫期卵は， 2，500倍
では 14日20コ， 21日39コ， 28日以後 42コ， 3，000 
{音では 14日80コ， 21日84コ， 28日87コ， 56日 
88コ， 3，500倍では 7日4コ， 14日88コ， 21日以
後 94コで，対照の O日21コ， 3日94コ7日以後 
96コK比して甚だしく発育が遅延した。正常単細
胞，分裂卵，各変性卵の推移は 3日浸潰， 7日浸漬
の場合と大凡類似している。 
4) 培養日数別仔虫期卵形成率:前述した仔虫
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期卵について培養日数別の仔虫期卵数とその累積仔 駆
虫期卵率を第 7表に示した。仔虫期卵数は浸漬濃度. 寸回4 
2，500倍に少ないが， 3，000倍， 3，500倍では浸漬日
数による差は明らかでなく，また大部分は培養日数 
585コ中 489コ (83.6%)仔虫期卵となり，その後
培養日数と共に僅かずつ増加し 28日までに 98私
35日までに 99.6%となった。しかし 7日処理 3，000 
倍漫漬ではその後 56日までに 1コ， 65日までに 1
コが仔虫期卵となった。すなわち本剤崎潰した場 
合，虫卵の発育が長期にわたって抑制される。
%)の 14日における発育期は正常分裂卵 93コ(分
裂期 17コ，桑堪期 34コ，降l糾期42コ)，単細胞 3 記
生卵死卵を混ずるネオヂタロンの浸漬濃度 2，000
倍， 4，000倍はついて述べる。 
1) 3日浸漬(第 9表): 仔虫期卵は 2，000倍で
は 14日44コ， 21日78コ， 28日以後 86コ， 4，000 
倍では 14日69:I， 21日以後 98コであり， 対照の
それは 7日で 94コ， 14日以後 98コで，浸漬虫卵
の発育は対照のそれに比し遅延している。
変性卵は単細胞，多細胞何れも数%以内で出現数
が少なかった。 
2) 7日浸漬(第 10表):仔虫期卵は 2，000倍で
は7日11コ， 14日67コ， 21日78コ， 28日80コ
認められ，その後仔虫期卵を認めず， 56日では仔 
同困難髭緯※
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第 7表 二硫化炭素浸漬における培養日数別仔虫期卵数
。 。 。 。 4。 2 
日数 l濃
漬
度 
培 養 日 数
計
日 4 1山 81 1ト 21 122--281払 35136--4
3 
7 
14 
2，500 
3，000 
3，500 
2，500 
3，000 
3，500 
2，500 
3，000 
3，500 
84 
56 
1 
77 
83 
20 
80 
88 
1 1 
9 3 1 。 。 。 。 97 
17 。 1 G 。 。 。 74 
。 。 2 。 。 。 。 3 
6 3 4 2 。 1 1 94 
1 1 。 。 。 。 88 
14 2 1 。 。 。 42 
1 3 2 。 。 。 89 
5 。 。 。 。 。 94 
計 i 捌 1uiui15i5|011i1| 悶(83.6) I(93.3) I(96.2) I(98.7) I(99.6) I(99.6) I(99.8) I(100.0) I(100.0) 
〉は累積仔虫期卵率を示す。
第 8表 二硫化炭素浸漬に於て 29日以後仔虫期卵となった虫卵の発育経過
培養 日 数 。 3 7 I14 I18 I21 28 30 I35 I42 I56 65 
14日 浸漬
2，500 |単|単，不|単，不| 2 4 |分|蝋|仔|仔|仔|仔 仔 
7 日 浸漬
3，000 
単 単 
単 単
単 単
単 単
2 
単
単 
単
3 
単
2 
単
桑 仔|仔
単 単単 単 桑
桑 鮮i 仔 仔 仔
単 4 分 桑 蜂}
仔
開
仔
仔
仔 
仔 
仔
仔 
14日 畏漬
3，000 
単 単，胞 単 
単 単 単 
2 
3 
3 
3 
分 桑
開 l仔|仔 仔
4 分 桑仔仔 仔
仔 
仔
註: 単，不は単細胞卵の不定位透明，単胞は単細胞卵の胞形成を示す。
第 9表 ネオヂクロン浸漬における同一回虫卵発育経過 (3日浸潰)
培 2，000 ※ 4，000 ※ 対 照
養
日
数
仔正正多細胞変性単
常常分匹分細
虫 単割の裂胞計
分細球及変異変
期裂胞 び性常性
仔正 正多細胞変性単
常常分匹分細
虫 単割の裂胞計
分細球及変異変
期裂胞 び性常性
仔正正多細胞変性単
常常分匹分細
虫 単割の 裂胞計
分細球及変 異変
期裂 胞 び性常性
3 
7 
14 
21 
28 
56 
。o 99 。。1 100 
o 45 55 。。 o 100 
o 78 18 。。 4 100 
44 43 7 1 。5 100 
78 11 2 2 1 6 100 
86 3 2 3 2 4 100 
86 2 1 4 2 5 100 
。 。o 100 。。o 100 
o 10 90 。。o 100 
o 99 1 。。o 100 
69 31 。。。o 100 
98 2 。。。o 100 
98 1 。。1 o 100 
98 1 。1 。o 100 
o 90 10 。。 o 100 
o 100 。。。 o 100 
94 4 。。。o 100 
98 2 。。。o 100 
98 2 。。。 o 100 
98 2 。。。o 100 
98 1 。1 。o 100 
業稀釈濃度
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第 10表 ネオヂクロン浸漬における同一回虫卵発育経過 (7日浸漬)
4，000 
※ 対ー 照培 ※
2;000 
。。。。 
仔正正多細胞変性単 仔正 正多細胞変性単 仔正 正多細胞変性単養
常常分限分細 常常分限分 長田常常分割匝分細
日 虫 単の裂胞計e虫 単割の裂胞計 虫 単割の裂 胞計
分細球及変異変 分綱一 時及変異変 分細球及変異 変
数
期裂胞 び性常性 期裂胞 び性常性 期裂 び性常性
。 。。 。。 。
胞
。。o 66 28 6 100 o 51 49 o100 o 99 1 100 。。 。。 。。。3 o 76 18 6 100 o 68 30 2 100 79 20 1 100 。。 。。 。。。 9 68 20 3 100 7 I11 74 9 6 100 95 3 2 100 。。 。。 95 3 。1 1 100 14 67 22 4 7 100 69 15 12 4 100 。 95 3 。1 1 100 。21 78 11 2 2 7 100 74 9 7 5 5 100 
95 1 。3 1 100 28 80 8 2 2 1 7 100 77 6 5 4 1 7 100 。。456 77 1 2 12 1 7 100 77 3 1 6 1 12 100 95 1 100 
※ 稀釈濃度
虫期卵が頼粒変性化陥ったために 77コとなった。 浸漬の観察卵 600コ中 515コ (85.8%) が仔虫期卵 
4，000倍では 7日9コ， 14日69コ， 21日74コ， 28 となった。それを培養日数別に示したのが第 12表
日以後 77コであった。正常単細胞の多くは順調に である。累積仔虫期卵率は，浸漬日数，濃度別には
仔虫期卵にまで発育した。分割球及び匹の変性は， 大差を認めず，培養日数別には， 515コ中 412コ
観察後期に数コ認められ，分裂異常卵は殆んどみら (80.0%)が 14日以内に仔虫期卵となり， その後漸
れなかった。 時増加し， 28日までに 514コ (99.8%)となった。 
3) 14日漫漬(第 11表): 仔虫期卵は， 2，000 しかし7 日処理 4，000 倍浸漬で 29 日 ~56 日 1R コ
倍では 7日15コ， 14日85コ， 21日87コ， 28日以 が仔虫期卵となった。乙れの発育過程は 14日単細
後 92コ， 4，000倍では 7日26コ， 14日78コ， 21 胞， 21日4細胞 28日開叫期であっ 7こ。次に 15日
日以後 19コであった。正常単細胞， 分裂卵及び変 以後民仔虫期卵となったもの計 103コ (20%)の 14
性卵の出現状況は大凡3日及び7日浸漬の場合に類 日における発育期は分裂期以上 95コ (分裂期 16
似していた。 コ，桑堪期25コ， ~草l叫期 54 コ)単細胞 8 コであっ 
4) 培養日数別仔虫期卵形成率: ネオヂクロン 7こ。
第 11表 ネオヂクロ浸漬における同一回虫卵発育経過 (14日浸潰)
。。。。。。。 
高田
。。 
4，000 E長2，000 ※ 対 照培 
仔正正多細胞変性単 仔正正多細胞変性単仔正正多細胞変性単養
常円吊分匹分常常分匹分細 常常分随分 細
日 虫 単割の裂 胞計虫 単割の裂胞 計 虫 単割の裂 胞 計-
分細 球及変異 変r分細球及変異変 分細支変異 変
数 期裂 び性常性び性常性目包期裂期裂胞 び性常性
o 71 16 。1 12 100 93 6 。1 
胞
o100。 。。 o 77 23 o100 。。 1。。 o 84 6 。o 10 100 3 o 92 8 o100 99 o100。。 26 58 5 。o 11100 。。 199 o1007 I 15 80 5 o100 
78 7 2 。o 13 100 。。1。。 99 o10014 85 11 4 o100 
79 6 2 。o 13 100 。。 。。 121 87 10 3 o100 99 o100。。179 4 1 1 2 13 100 28 92 3 3 1 o100 99 o100。。 5 。。156 92 3 100 79 1 1 6 1 12 100 99 o100 
※ 稀釈濃度
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第 12表 ネオヂクロン浸漬に於ける培養日 4. 変性卵(鏡検上変性とみられる)から移行し
数別仔虫期卵数 た仔虫期卵数
上記成績(柳沢分類〉中薬剤浸漬直後(培養O
日)に形態的lζ変性像がみられた所謂変性卵のその
漫漬 浸漬 培 養 日 数
日数 濃度 い4115~211ル281払56 計 
3 
2，000 44 35 8 87 
4，000 29 。69 98 
11 2 80 
4，000 6 3 79 
14 
2，000 85 92 
4，000 1 
2 。 
78 。 79 
計 lda|(叫tL|(1州品
( )は累積仔虫期卵率を示す。 
後 56日までの仔虫期卵形成数を示したのが第 13表
であり，培養28日までに出現した変性卵(頼粒化，
崩壊，胞状構造，等明らかに死卵とみられるものは
除いた)の培養 56日までに仔虫期卵に移行した虫
卵数を示したのが第 14表である。なお同表l乙は変
性卵の経過を観察し，その結果より変性卵を程度分
けした場合の仔虫期卵形成数を併記した。(程度分
けについては次項に述べる〉。また第 14表において
単細胞変性卵が多細胞変性卵に移行した場合は多細
胞変性卵に分類した。仔虫期卵形成率は芥子油iと少
第 13表 変性卵より移行した仔虫期卵数(培養当日〉
使 用 薬 剤 芥 子 油 二硫化炭 素 ネオチ。クロン 
|総 計
稀 釈 濃 度 15側 O削 00 計 12，500 3，000 3，500 計 |抑o 4，000 計
柳
沢
分
類
著
者
分
類
単細胞変性卵|訂 0/3 2/71 1似 256/70似間仰判 1/7 2/12 3/191四(342/39π6)。。1/1 1/1 。0/1 0/1分裂異常 0/62 0/36 0/98多細胞 。。1/1 1/1 。 0 01|(21./719165〕分割球及び変性卵 0/9 0/5 0/14匪の変性
計 2/183 (1.1%) 126/289 (43.6%) |町.64962)3/20 (15.0%) [e26。。 。。。。 。 。
高度変性卵 0/5 0/5。。 。。。0/5 中等度変性卵 0/3 0/1 0/4 0/3 0/3 
1301/37 )49860軽度変性卵 2/136 0/43 2/179 4/13956/70 66/77 126/286 1/7 2/8 3/15 (27 
計 2/183 (1.1%) 126/289 (43.6%) 3/20(15.0%)||| 1(3261./649627 
註: 分母・・・変性卵数 分子・・・仔虫期卵数
第 14表 変性卵より移行した仔虫期卵数(培養 28日)
使用薬剤| 芥子油 l 二硫化炭素 |ネオヂクロン
総計
稀釈濃度 150，000100，000 計 12，500抑 Oえ500 計 I2，000 4，000 計
単細胞変性卵 [1/必 0/4 1/52 [9/206 59/82 72/91 140/379 [ 2/16 1/12 3/281 ~必/仰柳 I-'-j-" ~'lll JJa = [::1: ~I' I • ，"，/"'.L .L-ZV/V." I，"，/.LV -'-/-'-'"' v""vvV"/V" ，"，vl(31.4%) 
沢|多細胞|分裂異常 11/142 1/97 2/23910/1 1/1 3/9 4/11 0/3 2/5 2/8 10/350 
/110(¥1割球及び101_""-"，1=分|変性卵1~E;;"hj~Ä~ 10/49=~'í 匪の変性 I...
I '- (¥ /<>C (¥/'7r::. 1 (2.9%)0/26 0/75 1 0 0/70/40/32/102/80/2I~\J V I'v I .， 
類 1154/809計 3/366 (0.8%) 146/400 (36.5%) 5/43 (11.6%) 1l(19.0%) 
著|中等度変性卵 0/47 0/10 0/57 10/22 0/1 0/4 0/27 0/8 0/5 0/131 0/97 
1154/712者|軽度変性卵
分|ー
2/192 1/117 3/30919/185 60/8477/胤 146/373 2/14 3/16 9/301 ~~-;/， 
類|計 |開6(0.8%) 1 断 400(36切 l 1(19.0%) 
|(21.6916) 
1154/8095/43 (11.6%) 1 
註: 分母・・・変性卵数 分子・・・仔虫期卵数 
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なく，二硫化炭素に最も多くみられた。次に二硫化
炭素を浸漬濃度によってみるに 2，500倍に少なく， 
3，000倍， 3，500倍lζ多くみられる。また柳沢の分類 
をみるに，単細胞変性卵から移行した仔虫期卵率は
第 13表で 34.2%，第 14表では 31.4%，多細胞変性
卵のそれは前者1.7%，後者 2.9%で，単細胞変性卵
からの仔虫期卵形成率が準かに高い。次に第 14表
比ついて薬剤別l乙仔虫期卵形成率をみると，芥子油
では 366コ中 3コ (0.8%)で， その 3コは単細胞 
不定位透明より 1コ，分裂異常より 2ヨであった。
二硫化炭素では 400コ中 146コ (36.5%)で，単細
胞変性より 141コ(不定位透明 89コ，胞形成 51コ，
匹の変形 1コ)，分裂異常より 3コ，分割球及び匹
の変性より 2コであった。ネオヂクロンでは 43コ
中5コ (11.6%)で単細胞変性より 3コ (不定位透 
明1コ，胞形成 2コ)，分裂異常より 2コであった。
しかして変性卵の推移は極めて複雑な形態をとり，
二種或は三種の変性像を示すものも少くない。因み
に不定位透明及び胞形成の移行形成を示せば下記の
ごとくであった。
分裂発育(一部仔虫一
期卵形成)
分裂異常或は分割球
一不等及び目玉の変性
不定位透甲・胞形成一
不定位透明-1一胞形成・転位一一一一一
胞形成
令
一一一
頼粒化
一不定位透明・萎縮
一一転 位
一胞形成・萎縮一一一
一分裂発育(一部仔虫一
期卵)
一分裂異常
胞形成
一胞増大・転位一一一一
頼粒化
一萎縮」
一大胞・萎縮一一
以上のごとく仔虫期卵にまで発育したものは，単
細胞不定位透明が最も多く，その他胞形成(小胞)，
分裂異常である。しかして単細胞変性卵とくに不定
位透明は培養初期に多く，多細胞変性は 1週ないし
3週に多く出現し，頼粒変性は 14日以後に多くみ
られ，漸時増加した。従って培養初期は形態的に生
死判定することは極めて困難である。 
5. 変性卵の程度分け分類
変性卵の推移とくに発育するか否かを検討して，
次のごとく分類した。
a) 高度変性卵(死卵)，崩壊，頼粒変性(写真 
1-1)，胞状構造を示すもので，直ちに死卵と判定
しうる。
的 中等度変性卵(殆んど分裂能力を認めない)，
高度萎縮(写真 1-1・2)0 0日で高度萎縮及び頼粒
変性(1-1)0 49日目頼粒変性顕著(1-2)。高度
転位(写真 2-1・2・3・4・5)0 0日で単胞形成 (2ー
1)，7日で大胞形成・転位 (2-2)， 14日で胞の増
大 (2-3)，21日胞は更に増大 (2ーの， 49日で萎縮
及び頼粒変性 (2-5)。転位した匪細胞の中央転帰
がみられる。
大胞形成(写真 2-1・2・3・4)。
周縁透明(写真 3:-1・2)00日で周縁透明 (3-1)，
49日で萎縮・頼粒変性 (3-2)
周縁崩壊(写真 4-1・2・3)0 0日で転位及び半周
崩壊，胞形成のごとくみえる (4-1)，7日で匪細胞
の中央転帰 (4-2)，49日で周縁崩壊して周囲が混
潤 (4-3)。
中等度変性は以上のごとく，多くは 2種以上の変
性像を混じ，遂には頼粒変性lとなるが，それまでの
経過日数が比較的長い。 
c) 軽度変性卵(分裂能力を有するものあり，時
には仔虫期卵を形成する)。
軽度萎縮(写真 5-1・2・3・4・5・6)00日で軽度変殻
卵，極体がみえる (5-1)，21日で軽度萎縮 .(5-2)， 
28日で 3細胞期と分裂異常 (5-3)，35日で桑堪期
及び軽度萎縮 (5-4)，49日で奇形蜂i叫 (5-5)，56 
日で頼粒変性，崩壊化 (5-6)。
単小胞形成(写真 6-1・2)0 3日目で単小胞形成
及び2分裂 (6-1)，11日で仔虫期卵 (6-2)。
不定位透明(写真 7-1・2・3・4)0 0日で不定位透
明 (7-1)，.7日で桑植期初期 (7-2)，14日で矧叫
期初期， 一部lと空胞変性 (7-3)，49日で頼粒変性 
(7-4)。
分割球不等(写真 8-1・2・3・4，9-1・2・3・4)。 
0日で工は軽度不定位透明， Iは軽度匪細胞変形 
(8-1)，7日で Iは2分裂初期，不定位透明， Iは
桑棋期 (8-2)，14日で工は分割球不等， Iは桑植期
後期 (8-3)，56日で両者共頼粒変性 (8-4)0 0日 
でIは2細胞， Iは分裂期 (9-1)， 7日で工は分
割球不等， Iは蜂i料期 (9-2)，14日で工は 2分裂
の一方は更に分裂， Iは仔虫期 (9-3)，49日で両
者共頼粒変性 (9-4)。
臨細胞変形(写真 8-'-1・2・3・4のII)。
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単細胞変性は多くはそのままで推移するが，芥子
油浸漬では分裂異常，或は分割球不等を示すものが
多い。乙れ等の多くは中等度変性に移行し，最終的 
には頼粒化，卵崩壊に至る。不定位透明は最も多く
発育を示すことは前述した。
IV. 者 察
回虫卵の生死を鑑別するととは，生物学上また感
染を予防する公衆衛生的立場からみて極めて重要で
ある。従って，か〉る研究は少なくなく染色によっ
】，(2)(3)(6)(7て判定する試み。九形態的にみた分類法 
培養法(1)等がなされてきた。最近アクリジンオレン
ジ鐙光法(8)の報告があるが，一般には虫卵を培養
し，その発育結果に従って，生死を鑑別する方法が
とられている。しかし，この場合確実な生死鑑別の
ための培養日数については一定していな L、。すなわ
ち，児玉等(9)は 28~300C で約 3 カ月間培養すれ
ば，頼粒変性および崩壊以外はすべて仔虫期卵にな
ると述べ，久津見等(10)は二硫化炭素による回虫卵
殺減試験において，生死判定は仔虫期卵と脂肪球変
性卵の二種lζ分れるまで， 70~90 日間培養する必
要があると述べ，また久津見は殺卵剤の効果を検討
して，完全殺卵群(殺卵率 100%)および無効群
(殺卵率 4%以下〉の培養日数は前者平均 46日， 
後者 30日で変性卵が消失し，判定可能であるが，
殺卵率 61~75% では大凡 60 日以上必要としたと報
告している。 28~300C で回虫卵が仔虫期卵にまで
発育するに要する日数は 8~11 日(わであるから，上
記報告は発育が非常に遅延する回虫卵のあるととを
示している。小宮等〈12〉，西(13)によれば培地に塗布
する便の厚みによっても発育の遅延が生じると述
ベ，さらに西は虫卵を直接培養した場合は 15日，
原尿に混入した場合は 4~8 週の培養が必要であり，
また判定には同ーの培地内においても変動があり，
長期間の培養では仔虫卵の変性，解化等がおこり得
ると報告している。
著者はホール培地を用いて，芥子油，二硫化炭
素，ネオヂクロンに浸潰した回虫卵の発育状況を詳
細Iζ観察して培養日数を検討した。ホール培養法は
多数の同一虫卵の長期継続観察，標本の長期保存が
可能で，比較的安定した成績が得られることは第 1
編で報告した。
本実験において薬剤稀釈濃度を生卵と死卵が混ず
る所謂限界濃度付近とした。それは濃度が高い場合
は短期間で虫卵が死滅し，低い場合は殆んど発育し
て培養日数の検討に不適当である。限界濃度付近は
薬剤が虫卵に弱く働く結果，それの発育状態を知る
lζ適し，かつ従来明かにされておらなかった軽度変
性卵について十分検討し得られると考えたことによ
る。そして， ζれは同一虫卵を継続観察し，逐時発 
育を追跡することによって可能である。次に実験の
結果を考察するに，対照では虫卵の発育は 14日以
前K終了し，その後の仔虫期卵の増加は全くみとめ
られなかった。それに比して芥子油浸漬では 14日
後の仔虫期卵形成はみられず，それまでの発育経過
は明に遅延しており，二硫化炭素浸漬の累積仔虫期
卵形成率は 14日83.6%，18日93.3%，21日96.2%， 
28日98.7%，35日99.6%，56日99.8%，65日 100%，
ネオヂクロンのそれは 14日80.0%，21日96.3%， 
28日99.8%，56日 100%と推移し，確実に生死を鑑
別するには 2ヵ月以上の培養が必要である ζとが判
明した。
この実験は虫卵を直接薬剤に浸潰し，かつ培養し
たものであるから，尿内虫卵を対象托すれば，更に
遅延すると考えられる。しかじ遅延した仔虫期卵が
対象のそれと同一機能を有しているとは考え難い。
事実培養 56日までlζ芥子油浸漬では仔虫期卵  155
コ中 3コ(1.9%)，二硫化炭素では  608コ中 1コ
(0.2%)，ネオヂクロンでは 505コ中 6コ(1.2%)が
頼粒変性lζ移行した。因みに対照の仔虫期卵 880コ
では，頼粒変性比移行したものはなかった。すなわ
ち同じ仔虫期卵でも抵抗性に差があり，感染能力如
何は虫卵を動物に与えて始めて確実なことが云い得
ると思われる。
かかる仔虫期卵からの変性を考慮すれば，概括的
には培養 28日における虫卵の形態から生死を判定
しでもそれ程大きな誤りを起すとは思われない。本
実験の 29日以後の仔虫期卵形成率は芥子袖浸漬で
は認められず，二硫化炭素では1.3%，ネオジクロ
ンでは 0.2%で，仔虫期卵からの変性移行とほぼ同
率であった。次に発育遅延虫卵をみるに，単細胞期
にとどまった期間が最も長い。 1例をあげれば二硫
化炭素 7日漫漬 3，000倍で培養 57日以後に仔虫期
卵を形成した虫卵は培養 35日まで単細胞 Kとどま
り，その後発育したものである。勿論各発育期にも
遅延がみられ，なかには分裂開始後仔虫期卵までに
約 3週間要したものもあった。即ち個々の虫卵の薬
剤感受性は非常な差があると認めざるを得ない。
変性卵について Brown(14)は空胞変性，溶解，収
縮，陥没等に分け，柳沢(3)は単細胞変性卵を頼粒
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化，萎縮，転位，胞形成，透明化，卵殻膜剥離，崩
壊等に分け，多細胞変性卵を分裂異常と分割球及び
総 括
日壬の変性I乙分類し，頼粒化，萎縮及びそれに伴う転 1. 芥子油，二硫化炭素， ネオヂクロンlζ漫潰し
位，崩壊等を死卵としている。著者の本実験は後者 た豚回虫卵を被検材料とし，ホール寒天培養法Kよ
の分類lζ従って観察し，特に軽度な変性卵の推移に つて同一回虫卵を継続観察して，回虫卵の生死鑑別
ついては留意した。多細胞の変性卵は芥子油浸漬K のために必要な培養日数を検討した。浸漬および培
多くみられた。すなわち 3日浸漬では培養 7日よ 養温度は 28~300C である。 
り， 7日， 14日浸漬では培養当日より出現し，培 2. 各薬剤の稀釈濃度は芥子油 50，000倍， 100，000 
養日数の経過と共lζ増加した。そして，多くの虫卵 倍，二硫化炭素 2，500倍， 3，000倍， 3，500倍，ネオヂ
はなお発育を進めたが仔虫期卵に移行したものは極 クロン 2，000倍， 4，000倍で，生卵と死卵が混在す
めて少なかった。二硫化炭素，ネオヂクロンでは多 る所謂限界濃度で実験した。薬剤浸漬日数は 3日，
細胞変性卵の出現率低く，薬剤の虫卵lζ対する作用 7日， 14日とした。
機序の相異が考えられる。単細胞変性卵は培養当初 3. 生死鑑別のための観察は培養当日， 3日， 7 
Kおいては不定位透明，胞形成が多くみられ，成績 日， 14日， 21日， 28日， 56日としたが，その他適
で述べた如き移行様式を示したものもあった。しか 宜観察した。また生死の判定は仔虫期卵形成率で行
し不定位透明卵では，その後透明像が消失し，正常 った。
発育し，仔虫期卵を形成したものも少なくなかっ 4. 各薬剤浸漬回虫卵は対照に比し，発育遅延が
た。乙のことは不定位透明のCとき軽度変性卵は充 認められた占すなわち対照では培養 7日で相当数仔
分発育能力を保持しているわけで，虫卵の形態によ 虫期卵となり， 14日で殆んどが仔虫期卵となって，
る生死鑑別の難さを示唆している。すなわち本実験 その後は認められなかった。芥子油浸漬では対照よ
において培養当日変性卵と判定した虫卵でその後仔 り少し遅延して仔虫期卵を形成した。二硫化炭素浸
虫期卵に発育をすすめたものは芥子油浸漬1.1%，二 漬では培養 14日までに全仔虫期卵の 83.6%，21日
硫化炭素 43.6%，ネオヂクロン 15.0%であった。培 で 96.2%，28日で 98.7%が仔虫期卵となった。最
養初期l乙不定位透明卵が多くみられた二硫化炭素に も遅延して仔虫期卵となった 1コは培養日数約 2カ
多い。柳沢(7)は前記変性卵分類を発表後，殺卵剤浸 月を要した。ネオヂクロン浸漬では 14日までに
漬による変性卵をA種変性卵(単細胞変性卵の頼粒 80.0%，21日96.3%，28日99.8%であった。しかし
化，転位，胞形成，強度萎縮，崩壊)， B種変性卵 て，薬剤浸漬で発育を進め，仔虫期卵となったもの 
(A種以外の単細胞変性卵)， c種変性卵(多細胞 は，対照lζ比し頼粒変性K移行するものがあり，必
変性卵)I乙分類し"殺卵効果の判定は変性卵及び仔 ずしも長期間培養して生死を鑑別するのが望ましい
虫期卵の出現様式を検討すべきであると報告してい とはいえない。
る。本実験では，頼粒化，崩壊，胞状構造，強度萎 5. 形態的lと変性卵とみられるものでも， 仔虫期
縮，高度転位を示した単細胞は全く分裂発育せず， 卵lζ移行するものがあった。その変性卵の形態は不
上記A種変性卵に大凡一致した。 しかし不定位透 定位透明，小胞形成，多細胞変性等で，培養初期に
明，軽度萎縮，小胞形成等の単細胞は培養初期に多く みられるものが多かった。
みられ不安定な経過を示し，培養日数増加と共に発 6. 変性卵の発育能を検討して次のごとく分類し
育したものも少なくなかった。また多細胞変性卵の た。 a) 高度変性卵…頼粒変性，崩壊，胞状構造呈
一部は発育を示し，仔虫期形成がみとめられた。そ するもので，ただちに死卵と判定しうる。 b) 中等 
ζで長期培養による虫卵の発育を考慮して，成績に 度変性卵…高度萎縮，高度転位，大胞形成，周縁透
述べた如く高度変性卵，中等度変性卵，軽度変性卵 明，周縁崩壊を示すもので，殆んど分裂能力を有し
に分類した。高度変性卵はただちに死卵と判定する ない。 c)軽度変性卵…不定位透明，単小胞形成，
乙とができ，中等度変性卵は一部僅かK発育を示す 軽度萎縮，分割球不等，匹細胞変形等で，分裂能力
ものがあるが，仔虫期卵lζ移行するものはないと考 をもつものがあり，なかKは仔虫期卵に移行するも
えられ，軽度変性卵は~部発育を認め，仔虫期卵に のもある。
移行し得るので，生死の判定は長期培養を要すると
推察された。
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